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商標について 

EXPRESSBUILDER と ESMPRO、ExpressPicnic は日本電気株式会社の登録商標です。 Microsoft、Windows、Windows 
Server、Windows NT、MS-DOS は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標で 
す。 Intel と Pentium は米国 Intel Corporation の登録商標です。 AT は米国 International Business Machines Corporation 
の米国およびその他の国における登録商標です。 Da ね light は Da ほ light Inc. の登録商標です。 ROM-DOS は Da ね怕 ht，Inc. 
の登録商標です。 LSI-Logic、MegaRAID は米国 LSI Logic Corporation の登録商標または商標です。 Adaptec とその□ゴ 
は米国 Adaptec, Inc. の登録商標です。 SCSI 说 /ec けま米国 Adaptec, Inc. の商標です。 Promise Technology, Inc. とその □ 
ゴおよび、 Promise Array Management(PAM). FastTrak は、米国 PromiseTechnology，Inc. の登録商標です。 Adobe、 
Adobe □ゴ、 Acrobat は、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の登録商標または商標です。 Linux は 
Linus Torvalds の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

オペレーティングシステムの表記について 

Windows Server 2003は Miorosof 瞄 Windows Server™ 2003 Standard Edition operating system および Microsof 瞄 
Windows Server™ 2003 Enterprise Edition operating system の略です。 Windows 2000は Microsoft® Windows® 
2000 Server operating system ぉょび Microsof 陶 Windows® 2000 Advanced Server operating system、 

Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system の略称です。 Windows XP は Microsoft® Windows® XP 
Home Edition operating system および Microsoft® Windows® XP Professional operating system の略です。 

Windows NT は Microsoft® Windows NT® Server network operating system version 3.51/4.0 および Microsoft® 
Windows NT ⑤ Workstation operating system version 3.51/4.0 の略称です。 Windows Me は Microsoft® Windows® 
Millennium Edition operating system の略称です。 Windows 98 は Microsoft ⑥ Windows ㈱ 8 operating system の略称 
でず。 Windows 95 は Microsoft ⑥ Windows®95 operating system の略称でず。 

サンプルアプリケーションで使用している名称は、すべて架空のものです。実在する品名、団体名、個人名とは一切関 
係ありません。 


ごを意 

(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載ずることは禁止されています。 

に）本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

(3) 製社の許巧な<複製-改変などを行うことはできません。 

(4) 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがあ 
りましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

(5) 運用した結果の影響については （4) 項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

◎ NEC Corporation 2005 



使用上のごを意(必ずお読みください ) iii 


このユーザーズガイドは、必要なとをすぐに参照でまるよ5、お手元に置いてお< 
よ5にして<ださい。 r 使用上のご注意 J を必ずお読み<ださい。 


A 巧用上のご注意(必ずお読みくだをし、) 


本製品を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。 


まをにかかねる表示にごいて 


本製品を安全にお使いいただくためじ、このユーザーズガイドの指示に従って操作してくださ 
い。 

この ユーザーズガイ ドには装置のどこが危険か、どのような危険に遭うおそれがあるか、どう 
すれば危険を避けられるかなどじついて説明されています。また、装置内で危険が想をされる 
箇所またはそのがおには警告ラベルが貼りがけられています(本体に印刷されている場合もあ 
ります）。 

ユーザーズガイド、および警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「ミ主意」 
という用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意□ホを持つものとしてを義されて 
います。 

!す 1 人が死こする、または重傷を負うおそれがあることを示します。 

於 ず*义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示しま 


危険に対するを意-表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよ 
うな意□末を持つものとして定義されています。 


A 

ま意の喚起 

この記号は危険が発生するおそれが 
あることを表します。記号の中の絵表 
示は危険の内容を図案化したもので 

(例） 

A 



す。 

(感電を意） 

Q 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記 
号の中やおくの絵表示は、してはなら 
ない行為の内容を図案化したもので 

(例） グ^ 


す。 

(分解禁止） 

• 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記 
号の中の絵表示は、しなければならな 
い行為の内容を図案化したものです。 
危険を避けるためにはこの行為が必 
要です。 

(例） • 

(プラグを抜け） 




















iv 使用上のごを意 ( 必ずお読みください) 



本書と警告ラベルでほ用する記号とその内容 


ま意の喚起 


A 

感電のおそれのあることを示しま 
す。 

A 

発煙または発义のおそれがあるこ 
とを示します。 

A 

指がはさまれてけがをするおそれ 
があることを示します。 

众 

レーザー光による失明のおそれが 
あることを示します。 

/ h \ 

けがをするおそれがあることを示 
します。 

A 

特をしない一般的なミま意•警告を示 
します。 

A 

高温による障害を負うおそれがあ 
ることを示します。 

A 

爆発または破裂のおそれがあるこ 
とを示します。 


行為の禁止 


Q 

特をしない一般的な禁止を示しま 
す。 


本装置を分解 • 修理-改造しないで 
<ださい。感電や义災のおそれがあ 
ります。 


义気におづけないでください。発义 
するおそれがあります。 

(§) 

めれた手で触らないで<ださい。感 
電するおそれがあります。 


指をされた場所には触らないで< 
ださい。感電や义傷などの傷害のお 
それがあります。 

鑛 

水や液体がかかる場所で使用しな 
いでください。水にめらすと感電や 
発义のおそれがあります。 


行為の強制 


處 

本装置の電源プラグをコンセント 
からあいてください。义災や感電の 
おそれがあります。 

〇 

特ちしない一般的な使用者の行為 
を指示します。説明に従った操作を 
してください。 

@ 

必ず接地してください。感電や义災 
のおそれがあります。 
































使用上のごを意 ( 必ずお読みください )V 


巧を上のごを意 


本装置を安全にお使いいただくために、ここで説明するを意事項をよく読んでご理解し、安全 
にご活用ください。記号の説明については iii ページの『安全にかかわる表示について』の説明 
を参照してください。 

全般的なミち意事項 



警告 


人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 

本装置は、医療機器-原子力設備や機器、航空宇宙機器-輸送設備や機器など、人命 
(こ関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み} A み 
やこれ6の機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。これ6設備や 
機器、制御システムなどじ本装置を使用した結果、人身事故、財産損害などが生じて 
も弊社はいかなる責任も負いかねます。 


煙や異臭、異音びしたまま使用しない 

万一、煙、 異臭、異音などが生じた場合は、ただち(こ電源を OFF (こして電源プラグ 
を コンセン トか6抜いてください。その後、お買い求めの販売店または保守 サービス 
会社(こご連絡ください。そのまま使用すると义災の原因となります。 

針金や金属片を差し込まない 

通気孔やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD-ROM ドライブのすきまか6金属片や針 
金などの異物を差し} A まないで<ださい。感電の危険があります。 


A ミ主意 

A \ A \ 

海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。ミ毎外では使用できません。この装置をミ毎外で使 
用すると义災や感電の原因となります。 


装置内に水や異物を入れない 


装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないで<ださい。义災や感 
電、故障の原因となります。もし人ってしまったときは、すぐ電源を OFF にして、 
電源プラグをコンセントか6抜いてください。分解しないで販売店または保守サービ 
ス会社にご連絡 < ださい。 


















Vi 使用上のごを意 ( 必ずお読みください) 


電源-電源コードに関する注意事項 



警告 


A®\ 


めれた手で電源プラグを持たない 

めれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 


A を意 


指定似がのコンセントに差し込まない 

瓜爪 

指定された電圧で、指定のコンセントをお使い<ださい。指定] U 外で使うと义災や漏 
電の原因となります。 

また、延長コードが必要となるような場所(こは設置しないで<ださい。本装置の電源 
仕様(こ合っていないコードに接続すると、コードが過熱して义災の原因となります。 

A 

たこ足配線にしない 

コンセント(こ定格]:>(上の電流が流れること(こよって、過熱して义災の原因となるおそ 
れがあります。 


ケーブル部分を持って引き巧かない 

瓜爪 

ケーブル部分を抜くときはコネクタ部分を持ってまっすぐに引き抜いてください。 
ケーブル部分を持って引っ張ったりコネクタ部分に無理な力を加えたりするとケー 
ブル部分が破損し、义災や感電の原因となります。 


中途半端に差し込まない 

瓜/? \ 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んで <ださい。中途半端(こ差し込むと接触不 
良のため発熱し、义災の原因となることがあります。また差し} A み部にほこりがたま 
り、水滴などが付<と発熱し、义災の原因となるおそれがあります。 


指定似がの電源コードを使わない 


本装置(こ添がされている電源コード U 外のコードを使わないで < ださい。電源コード 
に定格] U 上の電流が流れると、义災の原因となるおそれがあります。また、電源コー 
ドの破損(こよる感電や义災を防止するためじ次のを意をお守り <ださい。 

瓜爪 

• コード部分を引っ張らない。 • 電源コードをはさまない。 

• 電源コードを折り曲げない。 • 電源コードに薬品類をかけない。 

• 電源コードをねじ6ない。 • 電源コードの上にものを載せない。 

• 電源コードを踏まない。 • 電源コードを改造-加工-修復しない。 

• 電源コードを束ねたまま使わ • 損傷した電源コードを使わない。（損傷 

ない。 した電源コードはすぐ同じ規格の電源 

• 電源コードをステープラなど コードと取り替えてください。交換(こ 

で固定しない 関しては、お買い求めの販売店または 

保守サービス会社(こご連絡ください。） 


添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

A \ A \ 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、その安全 
性が確認されているものです。ミまして他の装置や用途に使用しないで<ださい。义災 
や感電の原因となるおそれがあります。 






















使用上のごを意 ( 必ずお読みください ) vii 


設置-装置の移動-保管-接続に関するを意事項 


A ミ主意 


Q 


1人で持ち上ばない 

本装置の質量は最大で 20kg です。本装置の持ち運びは2人]:>(上で底面をしっかりと 
持ってください。1人で持ち上げると腰をいためるおそれがあります。また、本装置 
を運ぶときはフ□ントマスク(こ手をかけて持ち上げないでください。フ□ントマスク 
が外れ、装置を落としたり、フ□ントマスクを壊したりするおそれがあります。 



指定似がの場所に設置-保管しない 

本装置を次し71^すような場がや本書で指定してし^る場がた>(外し置かなし^で< ださし、 
义災の原因となるおそれがあります。 

• ほこりの多い場所。 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所。 

• 直射日光が当たる場所。 

• 不安定な場所。 


A(S) 


腐食性ガスの存在する環境で使用しない 

腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど) 
のを在する場所に設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中に腐食を促 
進する成分（塩化ナトリウムや硫黄など）や導電性の金属などが含まれている環境へ 
も設置しないでください。装置内部のプリント板が腐食•ショートし、义災の原因と 
なるおそれがあります。ご不明の点は販売店または保守サービス会社(こお間い合わせ 
ください。 




プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしない 

インタフェースケーブルの取りがけ/取り外しは電源コードをコンセントか6抜いて 
行ってください。たとえ電源を OFF にしても電源コードを接続したままケーブルや 
コネクタに触ると感電したり、ショートじよる义災を起こしたりすることがありま 
す。 


A 


指定似がのインタフエースケーブルを使用しない 

インタフエースケーブルは、弊社が指定するものを使用し、接締する装置やコネクタ 
を確認した上で接続して < ださい。指定]:>(外のケーブルを使用したり、接続先を誤っ 
たりすると、ショート(こより义災を起こすことがあります。 

また、インタフエースケーブルの取り扱いや接続について次のを意をお守りくださ 
し、 


• 破損したケーブルコネクタを使用しない。 

• ケーブルを踏まない。 

• ケーブルの上(こものを載せない。 

• ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 
• 破損したケーブルを使用しない。 













viii 使用上のごを意 ( 必ずお読みください) 


お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 


▲警告 

A\A\ 

自分で分解-修理-改造はしない 

本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理•改造を巧ったりしない 
でください。装置が正常に動作しなくなるばかりでな<、感電や义災の危険がありま 
す。 


CD-ROM ドライブの内部をのぞかない 

/^(S) 

CD-ROM ドライブはレーザーを使用しています。電源が ON (こなっているときじ内 
部をのぞいたり、鏡などを差し込んだりしないで<ださい。万一、レーザー光が目(こ 
入ると失明するおそれがあります（レーザー光は目に見えません）。 


リチウムバッテリを取りがさない 

A A 

(g)§) 

本装置内部にはリチウムバッテリが取り付け6れています。リチウムバッテリを取り 
外さないでください。リチウムバッテリは义を近づけたり、水に浸けたりすると爆発 
するおそれがあります。 

また、リチウムバッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分 
解•を換-充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社(こ連絡し 
てください。 


プラグを差し込んだまま取り扱わない 

A A 

C 

お手入れや本装置内蔵用オプシヨンの取りがけ/取り外し、装置内ケーブルの取り付 
け/取り外しは、本装置の電源を OFF (こして、電源プラグをコンセントか6抜いて 
行ってください。たとえ電源を OFF にしても、電源コードを接続したまま装置内の 
部品(こ触ると感電するおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってくだ 
さい。ほこりがたまったままで、水滴などががくと発熱し、义災の原因となるおそれ 
があります。 


A ミ主意 


局温ま意 

A 

本装置の電源を OFF (こした直後は、内蔵型の八ードディスクドライブなどをはじめ 
装置内の部品が高温になっています。十分にぶめたことを確認してか6取りがけ/取 
り外しを巧ってください。 


中途半端に取り付けない 


電源ケーブルやインタフェースケーブル、ボード、コネクタカバーは確実に取り付け 
てください。中途半端に取りがけると接触不良を起こし、発煙や発义の原因となるお 
それがあります。 


















使用上のごを意（必ずお読みください ) ix 


運用中の注意事項 



警告 


雷びなった5触5ない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントか6抜いてください。また電源プラ 
グを抜く前に、雷が鳴りだした6、ケーブル類も含めて装置には触れないでくださ 
い。义災や感電の原因となります。 


ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物をおづけないで<ださい。排ミ世物や体毛が装置内部に 
入って义災や感電の原因となります。 

装置の上にちのを載せない 

本体が倒れて周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 

CD-ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

引き化したトレーの間か6ほこりが入り誤動作を起こすおそれがあります。また、卜 
レーにぶつかりけがをするおそれがあります。 


へッドフオンを耳にあてたまま接続しない 

へ、ソドフォンをちじあてたままへ、ソドフォンジャック(こ接続しないでください。耳を 
痛めるおそれがあります。また、接続前(こボリュームが大きくなっていないことを確 
認してください。 


近くで携帯電話や PHS、 ポケットベルを使わない 

本装置のそばでは携帯電話や PHS、 ポケットベルの電源を OFF にしておいてくださ 
し、電波による誤動作の原因となります。 

巻さ込みま意 

本装置の動作中は背面にあるぶ却用ファンの部分に手や髪の毛をおづけないでくだ 
さい。手をはさまれたり、髪の毛が巻き} A まれたりしてけがをするおそれがあります。 

















X 使用上のごを意（必ずお読み < ださい） 


警告ラベルに::)いて 


本体内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが表示されています（警告ラベルは本 
体に印刷されているか、貼りがけられている場合があります）。これは本体を取り扱う際、考 
えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです（ラベルをはがしたり、塗り 
つぶしたり、ミちしたりしないでください）。もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれ 
かかっている、ミちれている、本体に巧刷されていないなどしているときは販売店にご連絡くだ 
さい。 



么ミ主意 CAUTION 


オプションの取付け、取外し時は電源プラグをコンセントから抜き、外部装置と接続しているケーブルを外して下さい。 

Disconnect all AC power cords rrom both system a 

and external peripherals prior to /々\ 

installing/removing options . 電源プラグをあく 感電を意 

ネジは本体内部へ落とさない様、十分ごを意下さい。 

Do not drop any screws inside the system . 


A 

ボード及びオプション機器の接続の際は、必ずユーザーズガイドを参照し、正しく接続して下さい。 
誤った接続は、故障や义災の原因となります。 

Refer to the " User's Guide " when option board or peripherals are 
installed . Incorrect installations may result in damage to the system 
and lead to accidents . 

A 

指をはさんだり、ぶつけたりしないようじを意して下さい。 A A 

To avoid the risk of personal injury , 屋こ^ 

be careful when accessing the inside of the system . 手を挟まれないようミ主意指のケガにを意 

装置の持ち上げ、移動の際は、装置の底面をしっかり持って持ち上げて下さい。 

Firmly hold the bottom of the system when required 
to lift and carry the system . 


A 



































使用上のごを意（必ずお読みください ) xi 


KD 扱い上のごを意 (装置を正し < お使いいただ < ために) 


本装置を正しく動作させるために次に示すを意事項をお守りください。これらのを意を無視し 
た取り扱いをすると本装置の誤動作や故障の原因となります。 

• 本装置専用の保守用パーティション （9 ページ参照）が 0S から見える場合があります 
が、この保守用パーティションを削除しないでください。 

• 本装置が正常に動作できる場所に設置してください。詳しくは60ページを参照してくだ 
さい。 

• 本装置は縦置きで使用します。横置きでは使用できません。 

参周辺機器へのケーブルの接続/取り外しは本体の電源を OFR こなっていることを確認し、 
電源コードをコンセントから外した後に行ってください。 

• AC 入力電圧が 100V のコンセントに添付の電源コードを接続してください。 

• 電源の OFF やフ□、ソピーディスクの取り化しは、本体のアクセスランプが消灯している 
のを磕認してから行ってください。 

• 本体の電源を一度 OFF にした後、再び ON にするときは10秒じ(上経過してからにしてく 
ださい。 

• 本体を移動する前に電源を OFF にして、電源プラグをコンセントからあいてください。 

• を期的に本体を清掃してください（清掃は189ページで説明しています）。を期的な清 
掃はさまざまな故障を未然に防ぐ効果があります。 

• 落雷等が原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この対策として無停電電源装 
置等を使用することをお勤めします。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねます。 

• オプションは本体に取りがけられるものであること、また接続できるものであることを 
確認してください。たとえ本体に取り付けや接続ができても正常に動作しないばかり 
か、本体が故障することがあります。 

• 次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認-調整をしてください。 

- 装置の輸送後 

- 装置の保管後 

- 装置の動作を保証する環境条件（温度：10で〜35で • 湿度： 20%〜809 6) から外 
れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認して<ださい。また、高い時刻の精度を要 
求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （NTP サーバ）などを利用 
して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お 
買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を化頼してください。 

• 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためじも室温を保てる場所に保 
管することをお勤めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度： -10 で〜55で、湿度： 20%〜809 6) を 
守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 





xii 使用上のごを意（必ずお読みください) 


• 本装置、内蔵型のオプション機器、バックアップ装置にセットするメディア（テープ 
カートリッジ）などは、寒い場所から暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、その 
まま使用すると誤作動や故障の原因となります。保管した大切なデータや資産を守るた 
めじち、 使用環境に十分になじませてからお使いください。 

参考：冬季（室温と10度 U 上の気温差）の結露防止に有効な時間 

ディスク装置：約2〜3時間 
メディア：約1曰 

• オプションは弊社の純正品をお使いになることをお勤めします。他社製のメモリや八一 
ドディスクドライブじは本装置に対応したものもありますが、これらの製品が原因と 
なって起きた故障や破損については保証期聞中でも有償修理となります。 



保ずサービスについて 

本装置のイ呆ずに関して専門的な知識を持つ保ず員によるを期的な診断-保ず 
サービスを用意しています。 

本装置をいつまでもよい状態でお使いになるためにも、保ずサービス会社とを 
期保守サービスを契約されることをお勸めします。 




使用上のごを意（必ずお読みください ） xiii 


- 健康を損なわないためのアドバイス - 

コンピュータ機器を長時間連続して使用すると、身体のを部(こ異常が起こることがあります。コン 
ピュータを使用するときは、主に次の点にミ主意して身体に負担がかか6ないようん掛けましょう。 


よい作業姿勢で 

コンピュータを使用するときの基本的な姿勢は、背筋を伸ばして椅 
子(こすわり、キーボードを両手と床がほぼ平行になるような高さ(こ 
置き、視線が目の高さよりもやや下向き(こ画面にミまがれているとい 
う姿勢です。『よい作業姿勢』とはこの基本的な姿勢をとったとき、 
身体のどの部分にも余分な力が入っていない、つまり緊張している 
筋肉がもっとも少ない姿勢のことです。 

『悪い作業姿勢』、たとえば背中を丸めたかっこうやディスプレイ装 
置の画面(こ顔をおづけたままの状態で作業を行うと、疲労の原因や 
視力低下の原因となることがあります。 



ディスプレイの角度を調節する 


ディスプレイの多くは上下、左ちの角度調節ができるようになって 
います。まぶしい光が画面に映り込むのを防いだり、表示内容を見 
やすくしたりするためじディスプレイの角度を調節することは、た 
いへん重要です。角度調節をせず(こ見づ6い角度のまま作業を行う 
と『よい作業姿勢』を保てなくなりすぐに疲労してしまいます。ご 
使用の前(こディスプレイを見やすいよう角度を調整してください。 



画面の明るさ-コントラストを調節する 

ディスプレイは明るさ（ブライトネス）-コントラストを調節でき 
る機能を持っています。年令や個人差、まわりの明るさなどじよっ 
て、画面の最適なブライトネス-コントラストは異なりますので、 
状ミ兄に応じて画面を見やすいように調節してください。画面が明る 
すぎたり、暗すぎたりすると目(こ悪影響をもた6します。 


キーボードの角度を調節する 

オプシヨンのキーボードには、角度を変えることができるよう設計 
されているものもあります。入力しやすいようにキーボードの角度 
を変えることは、肩や腕、指への負担を軽減するのにたいへん有効 
です。 




機器の清掃をする 

機器をきれいに保つことは、美観の面か6だけでな<、機能や安全上の観点か6も大切です。特にディ 
スプレイの画面は、ほこりなどでミちれると、表示内容が見(こくくなりますので定期的(こ清掃する必要 
があります。 



疲れた5休む 

疲れを感じたら手を休め、軽い体操をするなど、気分転換をはかる 
ことをお勧めします。 





















XIV はじめに 


はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800シリーズ製品をお買い求めいただき、まことにありがとう 
ございます。 

本製品は、 Intel ® 社製の最新プ□セ、ソサ 「 Intel ® Pentium ® 4 Processor 」 を搭載した高性能 
サーバです。 

NEC の最新テクノ □ジーとアー羊テクチャにより従来のサーバでは実現できなかった八イパ 
ワー、八イスピードが実現します。 

また、本製品は水ぶユニットと静音対応のクーリングファン（大□径の低回転ファンと温度に 
応じた回転速度調整機構を持つ内部循環用ファンの組み合わせ）を内蔵しており、 CPU を包 
む水をジャケ、ソト内のを却液が CPU の放つ熱を効率良<吸収するため、静音性に優れていま 
す。 

「高信頼性」はもちろんのこと、「拡張性」を考慮して設計され、ネットワークサーバとして幅 
広くご利用いただけることでしょう。 

本製品の持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、 
製品の取り扱いを十分にご理解ください。 


本書について 

本書は、本製品を正しくセットアップし、使用できるようにするための手引きです。セット 
アップを行うときや日常使用する上で、わからないことや具合の悪いことが起きたときは、取 
り扱い上の安全性を含めてご利用ください。 

本書は常に本体のそばに置いていつでも見られるようじしてください。 

本書は、 Windows などのオペレーティングシステムやキーボード、マウスといった一般的な 
入出力装置などの基本的な取り扱いについて十分な知識を持ったユーザーを対象として記載 
されています。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の他に3種類の記号を使用しています。これら 
の記号と意□ホをご理解になり、装置を正し<お取り扱い<ださい。 


W-0 

装置の取り扱いや、ソフトウェアの操作で守らなければならない事柄や特に 
を意をすべき点を示します。 

✓ 

装置やソフトウェアを操作する上で確認をしておく必要がある点を示しま 
す。 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 










本書について XV 


本書の構ぶにごいて 


本書は4つの編から構成されています。それぞれの編では次のような説明が記載されていま 
す。なお、巻末には索引があります。必要に応じてご活用ください。 



r 使用上のごを意」をはじめにご覧ください 

本編をお読みになる前に(2、ず本書の卷頭に記載されている「使用上のごを意」 
をお読みください。 r 使用上のごま意」では、本製品をま全に、正しくお使い 
になるために大切なミち意事項び記載されていまず。 


第1編導入編 

本装置を導入するにあたり知っておいていただきたい情報とお使いになられるまでの 
セツトアップの手順について説明しています。ここで説明する内容や手順を守って正し 
く本装置をお使いになるシステム環境へ導入してください。 


第2編八ードウエア編 

本装置の八 ー ドウエアに関する説明をしています。各部のを称やその機能、設置にふさ 
わしい場所に関する説明、オプションの取り付け手順、目 IOS セットアップユーティリ 
ティの操作方法について知りたいときに参照してください。 

第3編ソフトウ I ア編 

本体Iこ添付のソフトウエアについてその機能や使用方法じついて説明しています。ここ 
で説明する内容に従って正し<お使い<ださい。 


第4編運用•保守編 

本装置を運用する上で知っておいていただきたい情報が記載されています。また、「故障 
かな？」と思ったときは、本装置の故障を疑う前に参照してください。 


本書の購入にごいて 


印刷されたユーザーズガイドが必要な場合はお買い求めの販売店に次の型をで申し a んで< 
ださい。 


型名： UL 9020 -10 R 


また、 CD-ROM に収められているオンラインド羊ュメントの一部は、 Express 5800シリーズ 
のホームページからダウン□ー ドすることができます。 


http :// nec 8. com / 








XVI が属品の確認 


付属品の確認 

捆包箱の中には、本体じ(外にいろいろな付属品が入っています。添付の構成品チェックシート 
を参照してすべてがそろっていることを確認し、それぞれ点橫してください。万一足りないも 
のや損傷しているものがある場合は、販売店に連絡してください。 


Hi 


付属品について 

• 添付品はセットアップをずるときやオプションの増設、装置び故障した 
ときに必要となりますので大切に保管してください。 

• 添付品の 「 EXPRESSBUILDER 」 は、紙封筒に包装されています。 
パッケージの構成につきましては、紙封筒内にある 
「 EXPRESSBUILDER 」 の構成品表を参照してください。また、 
EXPRESSBUILDER CD - ROM を紛、失し、再購入を希望されるときは、 
販売店へご相談ください。 

• オペレーテイングシステムに添付のソフトウエア登録力ードは、所定事 
項をご記入の上、必ず投函してください。 

• フ□ッピーディスクび添付されている場合は、フ□ッピーディスクの 
バックアップをとってください。また、添付のディスクをマスタディス 
クとして大切に保管し、バックアップディスクを使用してください。 

• 添付のフ□ッピーディスク、または CD - ROM は使用方法を誤るとお客 
様のシステム環境を変更してしまうおそれがあります。使用についてご 
不明な点がある場合は、無理な操作をせずにお買い求めの販売店、また 
は保守サービス会社にお問い合わせください。 






第三者への譲渡について XVII 


第云ちへの譲激こついて 


本体または、本体に添付されているものを第三者に譲渡（または売ま D) ずるときは、次のを意 
を守ってください。 

参本体について 


第三者へ譲渡（または売却）する場合には、装置に添付されている説明書一式を一緖に 
お渡しください。 


J \- ドディスクドライブ内のデータについて 

譲渡ずる装置内に搭載されている八ードディスクドライブに保存されている 
大切なデータ（例えば顧客情報や企業の経理情報など）が第兰者へ漏读するこ 
とのないようにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティングシステムの口才一 
マット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えまずび、実際の データは 
J \- ドディスクドライブに書き込まれたままのが態にあります。完全に消去さ 
れていないデータは、特殊なソフトウェアにより復元され、予期せめ用途に転 
用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償）また 
はサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強くお勧めしま 
す。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社にお問い合わせください。 

なお、データの処分をしないまま、譲渡（または売却）し、大切なデータび漏 
洩された場合、その責任は負いかねます。 


• 添付のソフトウエアについて 

添付のソフトウェアを第三者に譲渡（売ま D) する場合には、下の条件を満たす必要が 
あります。 

- 添付されているすべてのちのを譲渡し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこ 
と 

- をソフトウェアに添付されている『ソフトウェアのご使用条件』の譲渡、移転に関 
する条件を満たすこと 

- 譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、インストールした装置か 
ら削除した後、譲渡すること 




xviii 消耗品 • 装置の廃棄について 


消耗品-装置の廃棄について 


• 本体および八ードディスクドライブ、フ□、ソピーディスク、 CD - ROM やオプションの 
ボードなどの廃棄についてはを自治体の廃棄ルールに従ってください。なお、装置添付 
の電源ケーブルにつきましても、他装置への転用を防ぐため、本体と一緖じ廃棄してく 
ださい。詳しくは、を自治体へお問い合わせください。 



• 本体のマザーボード上にあるバッテリの廃棄（および交換）については 
お買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせくださ 
い。 

• 八ードディスクドライブやバックアップデータカートリッジ、フ□ッ 
ピーディスク、その他書き込み可能なメディア （ CD - R / CD - RW など） 
に保存されているデータは、第兰者によって復元や再生、再利用されな 
し、ようお客様の責任において確実に処分してか5廃棄してください。個 
人のプライバシーやを業の機密情報を保護ずるために十分な配慮び必要 
でず。 


• 本体の部品の中には、寿命によりを換が必要なものがあります（本体内蔵のパ、ソテリ、 
内蔵 CD - ROM ドライブ、フ□、ソピーディスクドライブなど)。装置を安をして稼働させ 
るために、これらの部品をを期的に交換することをお勧めします。交換や寿命について 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社にご連絡ください。 



警告 


リチウムバッテリを取りがさない 

本装置内部にはリチウムバッテリが取りがけ6れています。リチウムバッテリを取り 
外さないでください。リチウムパ、ソテリは义を近づけたり、水に浸けたりすると爆発 
するおそれがあります。 

また、リチウムバッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分 
解•交換-充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社(こ連絡し 
てください。 
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お客様胃録 . 

セットアップを始める前じ . 

EXPRESS 目 UILDER がサポートしているオプションボード . 

ハードウェアのセットアップ . 

システムのセットアップ . 

Windows Server 2003のセ、ソトアップ . 

カスタムインストールモデルのセットアップ . 

セットアップをはじめる前に（購入時の状態について) 
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XX 目；欠 


セットアップの手順 . 

シームレスセットアップ . 

0 S のインス I -ールについて . 

セットアップの流れ . 

セットアップの手順 . 

オプションのネットワークボードのドライバ . 

グラフィ、ソクスアクセラレータドライバ . 

SCSI コント□ーラのドライバ . 

障害処理のためのセットアップ . 

管理ユーティリティのインス I -ール . 

システムのアップデート-サービスパックの適用- 

システム情報のバ、ソクアップ . 

化、用セットアップ . 

シームレスセットアップホ対応の大容量記憶装置コント□ーラを 

利用する場合 . 

マニュノノルセ、ソトパップ . 

論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順 . 

Adaptec HostRAID ' ^について . 

Adaptec HostRAID の概要 . 

イ±様 . 

特 fi . 

. 

Adaptec HostRAID セットアップの流れ . 


2八ードウエア編 


各部のを称と機能 . 

本体刖面 . 

本体背面 . 

本体械 B . 

マザーボード . 

ランプ表示 . 

POWER / SLEEP ランプ（緑色/穫色）。.… 

D に K アクセスランプ（緑色） . 

UNK / ACT ランプ（緑色） . 

1000/100/10ランプ（緑色/穫色) . 

設置と接続 . 

設胃 . 

S 続 . 

インタフェースケーブル . 

電源コード . 

基本的な操作 . 

電源の ON . 

POST のチェック . 

POST の流れ . 

POST のエラーメッセージ . 

胃源の OFF . 

省電カモードの起動 . 

フ□、ソヒーティスクトづイブ' . 

フ□、ソピーディスクのセット/取り出し.. 
フ□、ソピーディスクの取り扱いについて 

CD - ROM ドライブ . 

ディスクのセット/取り出し . 

ディスクが取り化せない場合の手順 ........ 
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目）欠 XXI 


ディスクの取り扱い . 

内蔵オプションの取り付け . 

安全上のを意 . 

静電気対策について . 

取りがけ/取り外しの準備 . 

取りがけ/取り外しの手順 . 

レフトサイドカバー . 

フ□ントマスク . 

ふ5つソチハートてイスクドラつ夕、 . 

PCI ボード/ AGP ボード（グラフィ、ソクスアクセラレータ） 

DIMM . 

ファイルデバイス . 

ケーブル S 続 . 

インタフェースケーブル . 

八ードディスクドライブの増設 . 

ディスクアレイコント日ーラ ( SATA ) [ N 8103 -89] との接続 

5.25 インチデバイスの接続 . 

電源ケーブル . 

システム目 IOS のセットアップ ( SETUP ). 

概要 . 

起動 . 

羊一と画面の説明 . 

設定例 . 

パラメータと説明 . 

Main . 

Advanced . 

Security . 

Server . 

Boot . 

Exit . 

リセ、ソ h とクリア . 

U セット . 

強制電源 OFF . 

CMOS メモリのクリア . 

割り a みラインと I / O ポートアドレス . 

RAID コンフィグレーション . 

シリアル ATA 八ードディスクドライブの RAID 構築 . 

八ードディスクドライブの取りがけ . 

目 I 0 S セットアップユーティリティを使用した RAID の有効化 
Array Configuration Utility ( ACU ) を使った RAID の構築 ..... 
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XXII 白夕 


3ソフトウェア編 


添がの CD - ROM について . 

EXPRESSBUILDER . 

起動メニューについて . 

EXPRESSBUILDER h 、ソプメ ニュー . 

起動 . 

シームレスセットアップ . 

ツールメニュー . 

マスターコント□-ルメニュー . 

ExpressPicnic . 

セットアップパラメータ FD の作成 . 

追加アプリケーシヨンのインス I -ール . 

大容量記憶装置ドライバのインストール . 

大里イソストール . 

本体用バンドルソフトウエア . 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版) . 

インストール前の準備 . 

インストール . 

インストール後の確認 . 

Web-based Promise Array Manager . 

カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ . 

シームレスセットアップを使ったセットアップ . 

手動インストール(新規インストール） . 

Adaptec Storage Manager ™. 

シームレスセットアップを使ったセットアップ . 

エクスプレス通報サービス . 

カスタムインストールモデルでのセットアップ . 

手動インストール（新規インストール） . 

ESMPRO/UPSController Ver .2.1. 

インス I -- ル済みの ESMPRO / UPSController のセットアップ 

新規インストール . 

PowerChute plus Ver .5.1 1」/5.2」 . 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 
ま； T 崩インストーレ . 

管理 PC 用バンドルソフトウエア . 

ESMPRO/ServerManager . 
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4 運用•保守編 


日常の保守 . 

アラートの確認 . 

ステータスランプの確認 . 

バックアップ . 

クリーニング . 

本体のクリーニング . 

车ーボード/マウスのクリーニング . 

CD - ROM のクリーニング . 

テープドライブのクリーニング . 

システム彰断 . 

システム診断の内容 . 

システム診断の起動と終了 . 

障害時の対処 . 

障害箇所の切り分け . 

エラーメッセージ . 

POST 中のエラーメッセージ . 

Windows のエラーメ、ソセージ . 

サーバ管理アプリケーションからのエラーメッセージ 

トラブルシューティング . 

本体について . 

Windows Server 2003について . 

EXPRESSBUILDER (こつし^ て . 

シームレスセットアップについて . 

マスターコント□ールメニューじついて 

ExpressPicnic について . 

ESMPR 0 じついて . 

その他のバンドルソフトウエアについて 

ディスクアレイについて . 

障害情報の採取 . 

イベント□グの採取 . 

構成情報の探取 . 

ワトソン博±の診断情報の採取 . 

メモリダンプの探取 . 

ンステムの修復 . 

修復手順 (Windows Server 200 3)........ 

保3ツール . 

起動方ま . 

保守ツールの機能 . 

移動と保管 . 

ユーザーサポート . 

保証について . 

修理に化される前に . 

修理に出)される時は . 

補修用部品について . 

保守サービスじついて . 

情報サービスについて . 

付録 A 仕様 . 

付録 B 保守サービス会社網一覧 . 

索引 . 
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XXIV 白夕 


-オンラインドキユメントについて 


添付の EXPRESSBULDER CD-ROM じは次のオンラインド车ュメントが収められていま 
す。必要に応じて参照してください。 

• ユーザーズ ガイド 

• Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition インストレーシヨンサプリメ ン 
トガィド 

• ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インストレーシヨンガイド 

• £31\/| ド 1^0/56 「ソ 6 「 1\/|311396 「インストレーシヨンガイド 

• エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド 

• Web-based Promise Array Manager ユーザーズガイド 

• Adaptec Storage ManagerTM ユーザーズガイド 






